
林床に生育する小型の多年草で、茎は高さ10-15cm程度。葉は倒披針形で、葉は長楕円形または披針形

で、長さ2-3.5cm、幅0.5-1.3cm、先がとがり、縁には全体にとがった鋸歯がある。6-7月、茎の先に花序が

伸び、高さ4-8cm。花は1個まれに2個つき、初めやや下向きであるが、果実が熟すとともに上向きになる。

蒴果は径6-7mm。

確認記録は多いが、みられることが少なくなってきてい
る。2020年版での新規掲載種。

樹林環境の保全が重要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、三田市、姫路市、宍粟市、上郡町、佐用町、養父市、
香美町、新温泉町、丹波篠山市、丹波市、淡路市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ツツジ科

兵庫県ランク…ウメガサソウ
環境省ランク… －Chimaphila  japonica  Miq.


